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発行／宮城県消費生活センター 

 

みやぎの消費生活情報 
Information on Consumer Affairs of MIYAGI 

 

I N D E X 
◆強引な訪問購入にご用心！ 

 

 
◆夏の製品事故に気をつけましょう 

◆平成 25 年度宮城県消費生活センター概要 

 

 

 

 

月号 

第 53号 

◆宮城県消費生活センターからのお知らせ 

強引な訪問購入にご用心！ 

「不要な着物を買い取ります。」と突然女性から電話があり、処分

したいと思っていた着物があったため来訪をお願いした。当日、

男性が訪れ、「貴金属はないか？」と強い口調で何度も言われ、断

り切れず仕方なく指輪を見せると 5,000 円を置いて指輪を持ち

帰ってしまった。指輪を取り返したいが、業者の氏名も会社名も

聞いておらず、書類も受け取っていない。 

宮城県消費生活センターには、訪問購入に関する相談が寄せられています。全国的に訪問購

入に関するトラブルが多いことから、平成２５年２月に特定商取引法が改正され、クーリン

グ・オフが適用され、また、飛び込み勧誘などが禁止されるようになりました。実際にセンタ

ーに寄せられた事例を紹介しますので、トラブルに巻き込まれないための参考にしてくださ

い。 

 

 

○査定だけと思っても断れない場合があります。売る気がなければキッパリと断りましょう。 

○自分から業者を呼んだ場合でも一人で対応しないようにしましょう。 

○契約した時はしっかり「契約書面」を受け取り、大切に保管しましょう。 

○契約書面を受け取った日を含めて８日間はクーリング・オフすることができます。その期間

内は品物の引き渡しを拒むことができますので、不安や迷いがある場合は品物を引き渡さ

ず、本当に売るかよく考えましょう。（※自動車やＣＤなど適用除外の商品もあります。） 

○しつこく勧誘されたり、脅されたりしたらすぐ最寄りの消費生活相談窓口へ相談しましょ

う。 

トラブルに遭わないため
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順位 商品・サービス名 相談件数 相談内容 

１ デジタルコンテンツ 1,561 
携帯やスマートフォン、パソコンを使用した出会い

系サイトなどのワンクリック請求に関する相談など 

２ フリーローン・サラ金 538 多重債務やヤミ金に関する相談など 

３ 不動産貸借 480 
賃貸アパートなどの退去に伴う原状回復に関する相

談など 

 

 

 

 

 

 

 

  

年代別に見ると７０歳以上からの相談が１番多く、次いで６

０歳代となり、高齢の方からの相談が増加しました。高齢の方

は、自宅にいることが多いため、電話勧誘や訪問販売によるト

ラブルに巻き込まれやすい環境にあったり、主に高齢者を狙っ

た悪質商法（特に平成２５年度は健康食品の送り付け商法）も

増えていることから、日頃からの周囲の見守りが大切です。 

平成２５年度宮城県消費生活センター概要 

 

平成２５年度に宮城県消費生活センターと県内６ヶ所の県民サー

ビスセンターに寄せられた相談は９,６３９件に上り、昨年度より 

１,１９７件増加しました。 

平成２５年度の相談で最も多かった相談はデジタルコンテンツ（イ

ンターネット上で提供される情報）に関するもので、この中にはアダ

ルト情報サイトなどのワンクリック請求や、有料サイトでの高額請求

などの相談が含まれます。このデジタルコンテンツに関する相談は 

２０歳未満から６０歳代までの世代で１位の内容になっています。 
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夏の製品事故に気をつけましょう 

宮城県消費生活センターからのお知らせ 

今年も暑い夏がやってきました。暑さ対策として、冷房機器などを使う機会が増えてき

ているのではないでしょうか。しかし、その取扱いには十分な注意が必要です。今回は夏

に発生しやすい製品事故の事例をご紹介します。しっかり学んで楽しい夏を過ごしましょ

う。 

宮城県消費生活センターでは、消費者被害防止を目的とした啓発用ＤＶＤ・ビデオ・パネル

を無料で貸し出ししています。貸出物は宮城県消費生活センターのホームページでご紹介して

いますので、ぜひご覧ください。 

お申込み先 

宮城県消費生活センター（宮城県環境

生活部消費生活・文化課相談啓発班） 

ＴＥＬ：（０２２）２６１－５１６４ 

ＦＡＸ：（０２２）２１１－２９５９ 

Ｍａｉｌ：syoubuns@pref.miyagi.jp 

 

 

①借りたい物品を決める 

②借りたい日に物品があるか右記申込み

先に確認する 

③貸出申込書を記入し、ＦＡＸ又はメール

で送付する 

出展：独立行政法人製品評価技術基盤機構（nite）「夏 くらしの中のかくれた危険」 
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